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緒 言

海馬領域(海 馬 と歯状 回)は 大脳辺縁系の 中

において,形 態学 的に も特異な細胞構築 を呈す

とともに,機 能面か らも重要な部位 とされて い

る.ジ チ ゾンの生体 内投与に よ りこの海 馬領域

の特定部位が組織化 学的に紅色の反応 を し,し

か も,こ の 反応 が亜 鉛の存在に よ り発現す るこ

とがMaske, 19557)に よ り報 告 されて 以来,

この方面の研究が盛んに行 なわれて来た. (Flei

schhauerほ か19572), Timm, 195614), Mc-

Lardy, 19628), Otsuka, 196210)ほ か, Haug,

 19724),そ の 他),そ の 結 果,こ れ らの亜 鉛 は

海馬領域に存在 す る苔状神経線維終末部 に局在

す るこ とをみた.さ らに電子顕微鏡学的,組 織

化学的研 究(Haug, 19673), IbataとOtsuka

 19685), 19696))や 電 子顕微鏡学的オー トラジオグ

ラ フ ィ-の 研 究(Otsukaほ か197511))か ら亜

鉛は,苔 状神経 線維終末部 内の シナ プス小胞 内

に含 まれ ているこ とが明 らかに され た.し か し,

この よ うな海馬領域に存在す る亜鉛が,ど の よ

うな機 能を もってい るか とい うこ とに関 しては

まだ不 明なこ とが 多い.

そ こで,こ れ までほ とん ど行 なわれ ていない

海 馬領域の亜鉛 に関す る発生学的研究 をす るこ

とに よ り海 馬領域 におけ る亜鉛の機能の一端 を

明 らか に したい と思い本研究 を行 なった.

材 料 と 方 法

発生学的研究 のために,ラ ッ トは胎生15, 18

日目,出 生1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 14, 20,

 30, 60日 目の もの を用 いた.

I.光 学 顕微鏡 による検 索

これ らのラ ッ トはエー テル,ま たは ネンブ タ

ー ルで麻酔 したのち
,た だちに開頭,海 馬領域

を摘 出 し,組 織 の一般像 を明 らかにす るために

ホルマ リンで固定 した.パ ラフ ィン包埋 し, 8

～12μ の切 片 を作 製 し,ヘ マ トキシ リン ・エ オ

ジン染色, Nissl染 色,お よび神経 線維 渡銀法

Otsuka10を 行 なった.ま た,亜 鉛の検索 のため

には硫化 銀法(Timm14))を 用 いた.

硫 化銀法

1)硫 化水素飽和純 アル コー ル溶液に固定24

～30時 間(室 温)

2)純 ア ル コー ルを3～5回 交換 し過剰 の硫

化水素 アル コー ルの洗滌 と脱水 を行 う.

3)組 織 片 をパ ラフ ィン包埋 し,切 片にす る

4)脱 パ ラフ ィン後の切 片 を蒸留水で よ く洗

う.

5)下 記 の液に30分 ～60分 入 れ る.

A液 15～20%ア ラ ビア ゴム水溶液　 10cc

10%硝 酸 銀水溶液　 0.2cc

B液 ハ イ ドロキ ノン　 2g

クエ ン酸　 5g

蒸留 水　 100cc

A液 全量にB液2ccを 加えて混合したのちた

だちに使用する.

6)蒸 留水で充分水洗.

7)ヘ マ トキシリンで核を染色

8)脱 水,透 徹,封 入

II.電 子顕微鏡による検索

電子顕微鏡的組織化学の方法 として次の方法
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IbataとOtsuka5),6)を 用 いた.

1) 3%グ ル タルアルデ ヒ ド. Millonig緩 衝

液(pH 7.3)を 硫 化 水素 ガスで飽 和 した液

で灌 流固定 し,組 織片 を取 り出 し2～3mm

の 厚 さに細切 した.

2)試 料 を上記の 固定 液で12～24時 間 再 固定

3) Millonig緩 衝 液 で数 回液をとりかえ12～

24時 間 洗 う.

4)試 料 をビブラ トー ムにて100～150μ に薄

切す る.

5)薄 切 片 を次の 液に30～60分 入れ る.

A液 20%ア ラ ビア ゴム水溶液　 100cc

1Mの 硝酸銀水溶液　 1cc

B液 ハ イ ドロキ ノン　 2g

クエ ン酸　 5g

蒸 留水　 100cc

A液 の 全量 にB液20ccを 加 える(使 用直 前)

6)緩 衝 液 で切 片 を洗滌 したの ち, 1%四 酸

化 オス ミウム溶液(pH 7.3)で1時 間固定

す る.

7)試 料 を脱 水,エ ポン包埋, 2重 染 色 を行

な って鏡検す る.

結 果

I.成 熟 ラ ッ トの海馬領域

Roseら に よって海 馬領 域 は細 胞 な らび に線

維構 築学的に次 のよ うに分類 して いる.す なわ

ち,海 馬領域の 中で海馬に属す る部位は,脳 室

面か ら

1) Alveus

2) Stratum multiforme

3) Stratum pyramidale

4) Stratum radiatum

5) Stratum lacunosum

6) Stratum moleculare

の各層が分け られ てい る(図1).

ま た 海馬では, stratum pyramidaleを 構 成す

る錐体細 胞の形態,大 きさお よび配列状 態か ら

h1, h2, h3, h4,お よびh5の5分 野に分 類 されて

い る.

A)海 馬

1) h1野

h1野 は 中等大 の錐 体細胞が 次第に集合 して配

列 しstratum pyramidaleも 作 っていた.こ

の分野 で,硫 化 銀法でやや 弱い陽性反応 を呈す

る層はstratum multiformeとstratum py

ramidaleの み であった.

2) h2野

h2野 のstratum pyramidaleを 形 成す る錐

体 細胞 は, h1野 の もの と比べ てやや 小型 であ っ

た.ま た,そ の配列 もかな り密 であった.こ の

野にお いて も各層 を分 け ることが で きた.そ の

うちでstratum multiformeとstratum ra

diatumが 硫 化銀法 で弱 陽性 反応 を呈 してい た.

3) h3野

h3野 を構 成す る錐 体細胞 はh1～h2の 錐 体 細

胞に比べやや大型 で,そ の配列 もやや疎 であ っ

た.ま た,こ の野にお いては各層が明 らか に区

別で きた.ま た,硫 化銀法 では, stratum mu

ltiformeは 弱 陽性反応を呈 していた . Stratum

 radiatumで はh2とh3野 の 境 界部 に一 致 し

て, h3野 のstratum radiatumのstratum

 pyramidaleに 接 す る領 域が 黒褐 色の強陽性 反

応 を呈 した.こ の陽性反応物質 はstratum ra

diatumを 構 成す る錐体細胞の樹状 突起の表面

に分布 してい るようにみ えた. Stratum radi

atumの 強 陽性 反応部以外の全層 は弱陽性 反応

を呈 していた. Stratum lacumosumは 薄 い層

であるが,硫 化銀法 では陽性 であった.ま た,

 strutum moleculareは 全 く反応 しなかった .

4) h4野

ha野 の 錐体細 胞はh3野 同様やや大 型 とな り,

こ れ らの細 胞が集って, h1～h2野 よ り幅の広い

細 胞層 を作 っているが,そ の細胞の配列状 態は

h3野 における よりは疎であ った.し か し層的構

造 は観察 された.錐 体細 胞は硫化銀法 で陰性 で

あった.一 方, stratum radiatumのstratum

 pyramidaleに 接 す る帯 状の領域 でh3野 と同

様強陽性 反応が 認め られた.こ の強陽性 反応 を

呈す る部位以 外のstrutum radiatumは 弱 陽

性反応 であった.ま た, stratum multiforme

も弱 陽性反応が認め られたが, stratum mole

culareで は 反応は陰性 であ った .

5) h5野

h5野 で はh1～h4野 に み られた よ うな細 胞の

層的配列は認め られ なか った. h4野 か ら移 行 し
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て来たstratum pyramida1eの 錐体細胞は歯

状回の門内にやや大型の細胞として散在性に存

在していた.従 ってこの分野ではstratum ra

diatumに 相当す る層は認められなかった.こ

の部位においても錐体細胞は硫化銀法において

陰性であった.し か し散在性に分布 している神

経細胞の突起 と思われる部位に強陽性反応物質

がみられた.

B)歯 状回

歯状回でははっきりと分野を区別することは

できなかったが,層 的構造は認められた.す な

わち,そ の門に対する側か ら

7) Stratum moleculare

8) Stratum granulosum

9) Stratum multiforme

の三層に区分 されてい る(図1) .

Stratum granulosumは 顆 粒細胞が密集 し,数

列 な らんで いた.硫 化 銀法 ではstratum mul

tiformeのstratum granulosumに 接 す る領

域 のみに帯状 の強陽性 反応がみ られた.そ の他

の層では陽性 反応は認め られ なか った.

II.ラ ッ ト海 馬領域の発生学 的研 究

この研 究には方法の ところで記載 した発生各

時期 のラ ッ トを用 いた.

胎 生15日 目の ラッ トでは,ま だ海 馬領 域は形

成 されず,硫 化銀法で染め た もので も反応は陰

性 であった.

胎 生18日 目の ラッ トでは,海 馬領域 を構 成す

る海 馬 と歯状 回 とが区別す るこ とが で きる よう

になって きたが,ま だ分野 と層 は完成 していな

か った.硫 化銀法ではいずれの部位 も反応 しな

か った.

生 後1～3日 目の ラッ トでは,海 馬の錐体 細

胞の配列 がやや 整 って くるが,ま だ はっき りと

した分野 と層的構 造は観察 できなか った.硫 化

銀法 では どの部位 も反応は陰 性であ った.

生 後4～6日 目の ラッ トでは,海 馬 と歯状 回

をはっ きりと分け られたが,ま だ,分 野 とか,

層 を認め ることはで きなか った.硫 化銀法 では

どの部位 も全て反応は陰性 であ った.

生 後7日 目の ラッ トでは,海 馬も歯状 回 もそ

の分野 と層に形態 的な特徴 が現われて くるが,

硫 化 銀法 では,ま だ どの部位 も反応は陰性 であ

った.

図1.海 馬領域,歯 状回の顆粒細胞の神経突起が,海 馬h3-h4野 の錐体細胞

の樹状突起に苔状線維終末を作 っている.

h1～h5; 海馬の分野

1～9; 海 馬 と歯状回の層
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生 後14日 目の ラ ッ トで は,海 馬の全ての分野

と層が成熟 ラ ッ トとかわ らない状 態 を呈 した.

硫 化 銀法 ではh1～h4野 までのstratum radi

atumが 全 て弱 陽 性 反応 を呈 し, h5と 歯 状回の

stratum multiformeも 弱 陽性 反応 を呈 して き

た.

生 後20日 目の ラ ッ トでは海 馬領域の全 ての構

造が全 く成熟 ラ ッ トとかわ らない状態が認 め ら

れ た.硫 化 銀法 では生 後14日 目の ラ ッ トではみ

られ なか った海 馬のh3～h4野 のstratum ra

diatumがstratum pyramidaleに 接 す る部位

とh5野 に相 当 す る歯状 回 門 お よび 歯 状 回 の

stratum multiformeが 強 陽性 反応 を呈 してい

た.こ の強陽性 反応がみ られ た ところは苔状線

維 終末に一致 していた.そ の他 のstratum ra

diatumはh1～h4野 まで弱陽性反応が認め られ

た.

生 後30～60日 目の ラ ッ トでは,海 馬は全 く成

熟 ラッ トと同様 な構造が観察 された.ま た硫化

銀法にお いて も成熟 ラ ッ トと同様 な強い陽性の

反応 を呈 していた.

III.電 子 顕微 鏡的研究

電子顕微鏡 用に改良 された硫化 銀法で苔状線

維終末を発生学的に研究 した.

成熟ラットの苔状線維終末を電子顕微鏡で観

察するとh3～h4野 の錐体細 胞の樹状突起,こ

とにその棘を取 り囲み,大 きな膨らみ となって

終末 していた.樹 状突起か ら突出した一つの棘

は二,三 の分岐 をくりかえし,こ の分岐 した一

つの棘に1～2個 の苔状線維終末がこれを取 り

囲んで終っていた.こ の大きな終末部の中には

多数の密集 したシナプス小胞(30～70nm)が 含

まれ,ほ ぼその全体 を満していた.ま た,こ の

シナプス小胞にまざって,小 量ではあるが電子

密度の高い小顆粒 を含んだ小胞 もみ られた.ま

たこの終末内には ミトコン ドリアが混在してい

た.シ ナプス膜の状態は,棘 に終る場合には,

シナプス前膜はやや電子密度が高 く,シナプス後

膜側ではさらに濃い太い線 として認め られた.

胎生期のラットでは,組 織が柔軟なため,電

子顕微鏡用硫化銀法では,組 織が破壊 され観察

することができなかった.ま た,こ の時期の脳

では,ま だ,先 にも述べたように海馬領域 も形

成されていなかったので,い わゆる苔状型の終

末はみることができなかった.

胎生末期か ら生後1～2日 目のラットでは海

図2.苔 状線維終末

MFE; 苔状線維終末, MF; 顆粒 細胞神経突起, D; 錐 体細胞樹状突起,

 SP; 錐 体細胞樹状突起棘
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馬領域 は,す で に形 成 されつつ あったが,ま だ,

シナ プス構 造 を呈す る部 位 を明確 に検 索す るこ

とが で きなか った.

生 後3～8日 目にな ると光学顕微鏡 に よる観

察 で,海 馬 と歯状 回 をは っき りと分ける ことが

で きたが,ま だ,分 野 と層 を明瞭 に区別 す るこ

とが で きなか った.電 子顕微鏡 でみる と生後3

～5日 目の もの では組織の各所 に
,小 さな シナ

プス構 造 を呈す る部 位は認め られたが,苔 状線

維 終末の よ うな大 型の シナ プスは観察 で きなか

った.し か も,こ の シナ プスのシナプス前領域

内には硫 化銀法 において も銀粒子 の分布 は認め

られなか った.生 後8日 目の ラ ッ トでは大 型の

シナプ スが ところ どころに認め られた.そ の形

態は成熟 ラ ッ トの苔状線維終末 と非常 に よくに

てお り,シ ナ プス前領域には 多数 の芯 な し小胞

が存在 して いた.し か し樹状突起棘 は認め られ

なかったが,硫 化 銀法では数 は少 ないが銀粒子

の沈着が認め られた.

生 後14～20日 目のラ ッ トでは苔状線維終末 の

形 態は成熟 ラ ッ トの もの とほ とん ど変 らず,大

型の シナプ スを形 成 し,こ の シナ プス前領域 に

は 多数 の シナ プス小 胞が認め られ, 2～3の 樹

状 突起棘 もみ られた.た だ,硫 化銀法 ではシナ

プス前領域にみ られ る銀粒子の分布状態が成 熟

ラ ッ トと比較す る と少なか った.

生 後30日 目の ラ ッ トでは,苔 状線維終末の形

態,シ ナプス小胞の分布 状態,硫 化銀法に よる

銀粒子 の分 布状態 な どが全 く成熟 ラッ トの状態

と変 わ らなか った.

考 察

Maske7)は イ ヌ,ネ コ,ウ サ ギ,モ ル モ ッ

ト,ラ ッ ト,お よび マ ウ ス の いつ れ の動 物

に お いて も,ア ル カ リ性 に した ジチ ゾ ンの ア

ル コー ル溶液 を注射す る と海 馬の特定 の部位が

紅染 され るこ とを認め た.ま たFleischhauer2)

ら は,イ ヌ,ネ コ,ウ サ ギ,モ ル モ ッ ト,

ハ ム スター,ハ リネ ズ ミ,ラ ッ トで同様な所見

を得た.し か し,こ れ らの観察 では組 織学 的な

局在性 を知 るこ とがで きなか った.そ の点, Ti

mm14)に よ って 開 発 され た硫 化 銀 法 は組 織

学 的 に光 学 顕微 鏡 で観 察 で きる利 点 が あ る.

この方法 を使 用 して行 なった研 究で強陽性反応

を呈す る部位 はh3～h4野 のstratum radiatum

がstratum pyramidaleに 接 す る領域 と歯状

回のstratum multiformeで あ った.す なわ ち,

この部位 は歯状 回の顆 粒細胞の神経突起が海 馬

のh3, h4お よびh5野 に達 して この領域の錐体

細胞の樹状突起 に終る苔状 線維の終末部に一致

す る と考 え られ てい る. Von Euler, 19621),

 Otsuka9)ら,ま たHaug3)やIbataとOtsuka5),6)

は 硫 化 銀 法 を電 子 顕微 鏡 用 に改 良 した方法 で

ウサ ギや ラ ッ トを観 察 し, h3, h4, h5野 お よ

び 歯状 回 の光学 顕 微鏡 で,強 陽性 反 応 を呈 し

た部 位 に お いて,電 子 顕微 鏡 で 陽性 反応 物 質

の 認め られるの は苔 状線 維 終末 部 のみ で あ っ

た.さ らに神 経終 末部 の 中 では,シ ナ プス小

胞 に一 致 して 陽性物 質が 存在 す るこ とが認 め

られ た.

ジ チ ゾン法 も硫化銀法 もともに重金属に対す

る組織化学的反応であ るので,こ れ らの方法の

みでは,そ の反応す る物質がいかな る重金属 で

あるか とい うことは確認で きない.す でにMa

ske7)は 分 光 計 測 に よる所 見 か ら,ジ チ ゾ ン

反 応 が 海 馬 領 域 に存 在す る亜鉛 と結 合 す る

こ とによって発現す ることを予測 した. Von

 Euler1), Otsuka9)ら は 光 学 顕 微 鏡 に よ

るZn65の オ ー トラ ジ オ グ ラ フ ィー に よ る

研究か ら海馬のh3～h5野 お よび歯状回の一部に

多量の亜 鉛 が 証 明 され た.さ らに, Otsuka11)

らの電子顕微鏡 に よるオー トラ ジオ グラフィー

の研究か らZn65は 苔 状 線維 終末内の シナプ ス

小胞に一致 して存在す るこ とが認め られた.し

たが って苔状線維終 末内における硫 化銀法に よ

る陽性 反応物質 は多量の亜鉛 を含んだ物質か ら

構成 されている もの と考え られた.

Fleischhauer2)ら は ラ ッ ト,ネ コ,イ ヌで

は 出産 直 後 か ら年 令 の 増 加 に ともな っ て,

ジチ ゾン反応が 強 く発現 するこ とを認めて いる.

しか し,こ の研究 はいずれ も個体発生 中の一 時期

のみの報告 にす ぎない.発 生 各時期の苔状線維

終末 を硫 化 銀 法 で観 察 した研 究 と して は 高橋,

 196812)と 田村, 197713)の 報 告が あるのみ であ る.

しか もこれ らの研究 はいずれ も詳細 な研究 では

ない.本 研究 では光学顕微鏡 に よる観察 では生
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後14日 目の ラ ッ トで, h3, h4野 のstratum ra

diatumのstratum pyramidaleに 接 す る領域

と歯状 回のstratum multiformeの 領 域 が硫化

銀法 で弱陽性 反応 を呈 してい た.し か し,成 熟

ラッ トとまった く同 じように, 14日 目において

弱陽性 反応であ った部位 が強陽性 反応 を呈 して

くるのは,生 後20日 目以 後であった.こ れ らの所

見か ら,ラ ッ トの成 長過 程 で海 馬領域 が,成 熟

期の よ うな構造 に完 成す る時期 と,苔 状 線維終

末 内の亜鉛が増 量 して来 る期時が生 後20日 目頃

に一致 す るこ とがわか った.

電 子 顕微 鏡用 に改良 され た硫化 銀法で観察す

る と,す でに生後3～8日 目のラ ッ トで硫 化銀

法 陽性 を示す銀粒子 の沈着が認め られた.た だ

成 熟 ラッ トとまった く同 じよ うな陽性 反応 を呈

す るのは,生 後14～20日 目 であった.

上 記の よ うに,光 学顕微鏡 で観 察 した硫 化銀

法 に よる弱陽性 反応 を呈す る時期 と電 子顕微鏡

用 の硫 化銀法 で苔状 線維終末 に銀粒子 が出現す

る時期 とが 多少異な り,電 子顕微 鏡で見 る方が

やや 早 く,光 学 顕微 鏡で はまだ弱陽性 反応 しか

呈 して いなか った生後3～8日 目において,苔

状 線維終末 は成 熟期に近 い機 能 を行 な って いる

のではな いか と思 われ た.

結 語

海馬領域の発生学 的研 究 をラ ッ トを用 いて次

の結果 を得 た.

ラ ッ トは,胎 生15, 18日 目,生 後1, 2, 3,

 4, 5, 6, 7, 14, 20, 30, 60日 目の もの を用

いた .

光 学 顕微鏡用の硫化 銀法 で観察 した もの では

生後20日 目に なって成 熟ラ ッ トとまった く同様

にh3～h4野 のstratum radiatumのstratum

 pyramidaleに 接 す る部 位,歯 状 回門(h5野),

お よ び歯状 回のstratum multiformeが 強 陽性

反応 を呈 した.こ れ らの強 陽性 反応 を呈す る部

位 は苔状 線維終末の存在す る部位 で あった.

電 子顕微鏡 用に改良 され た硫化 銀法 で検 索 し

た ものでは,す でに生後8日 目頃に苔状線維 終

末部 内に銀粒子 の沈着が認め られた.生 後14日

目に なる と苔状 線維終末の形態 も成 熟 ラッ トの

もの とほ とん ど変 らない よ うになってい た.
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写 真 説 明

写真1　 成熟ラットの海馬領域. H・E染 色. (×30)

写真2　 同上,硫 化銀法. h3～h5野.歯 状回にかけてstratum radiatumが 強陽性反応する. (×40)

写真3　 同上,硫 化銀法. h3野 の拡大像.錐 体細胞の樹状突起の部位(stratum radiatum)が 強い陽性に反

応する. (×200)

写 真4　 ラッ ト胎生15日 目. H・E染 色.脳 室面に成長 しつつある海馬領域(×45)

写 真5　 同上,胎 生18日 目の海馬領域, H・E染 色.海 馬,歯 状回の細胞構築が明瞭に判別できない. (×45)

写 真6　 同上,硫 化銀法.反 応は陰性(×45)

写 真7　 ラ ット生直後の海馬領域. H・E染 色. h1～h4野 にかけて錐体細胞層が配列されつつある. (×55)

写 真8　 同上,硫 化銀法.全 ての部位が反応　 陰性, (×30)

写真9　 ラット生後4日 目の海馬領域, H・E染 色.海 馬と歯状回の細胞構築が進みつつある. (×42)

写真10　 同上,硫 化銀法.全 ての分野で反応　 陰性. (×45)

写真11　 ラ ット生後7日 目の海馬領域. H・E染 色.海 馬と歯状回に層 と分野の特徴が現れる. (×60)

写真12　 同上,硫 化銀法.全 ての分野で反応　 陰性. (×55)

写真13　 ラ ット生後14日 目の海馬領域. H・E染 色.海 馬 と歯状 回の分野と層の区別が明瞭 となる. (×55)

写真14　 同上,硫 化銀法.海 馬のh3～h5野,歯 状回が反応陽性 となる. (×65)

写真15　 ラ ット生後20日 目の海馬領域. H・E染 色.各 分野,各 層において成熟ラッ トと同様の細胞構造を示

した. (×45)

写真16　 同上,硫 化銀法.各 分野と各層において成熟ラットと同様の強い陽性反応を起 した. (×45)

写 真17　 ラ ット海馬h3野 の電子顕微鏡像,硫 化銀法.胎 生期.神 経終末 と思われるところの反応陽性物質

(終 末内のシナプス小胞は明瞭に確認できない). (×36,000)

写真18　 同上.生 直後.小 型ながらシナプス小胞が見られ.こ れに一致 して反応陽性物質が観察できる.(シ

ナプス膜の肥厚がみ られる). (×17,000)

写真19　 生 後3日 目,海 馬h3野 の 発達 しつつある神経終末.膜 の肥厚.シ ナプス小胞が観察できる.

 (×25,000)

写真20　 海 馬h3野 の電子顕微鏡像.硫 化銀法.生 後8日 目の苔状線維終末.シ ナプス小胞の上に反応陽性物

質が観察できる. (×32,000)

写真21　 同上,生 後14日 目.苔 状線維終末は大きさを増す.錐 体細胞の樹状突起棘の構造がみられる.反 応物

質は少ない. (×30,000)

写真22　 同上,生 後21日 目.苔 状線維終末.大 きさと数を増 し,シ ナプス小胞の集積するところに強陽性反応

がみられる. (×17,000)
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写真23　 同上,生 後30日 目.苔 状線維終末.多 数のシナプス小胞 と強陽性の銀粒子がみ られる.錐 体細胞の樹

状突起棘 も観察できる. (×27,000)

写真24　 同上,成 熟ラッ ト.苔 状線維終末. (×35,000)
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藤 井 龍 平 論 文 附 図
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藤 井 龍 平 論 文 附 図
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藤 井 龍 平 論 文 附 図
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Embryologic, histochemical and electron microscopic

 study of rat hippocampal formation

Ryuhei FUJII

Department of Anatomy, Okayama University Medical School

(Director: Prof. N. Otsuka)

An embryologic study of rat hippocampal formation was performed. By the silver 

sulfide method for light microscopy, the same positive reaction as in adult rats was obs

erved in 20-day rats in the same regions: the border between stratum radiatum and 

stratum pyramidale of h3 and h4, hilus fascia dentata (h5) and stratum multiforme of 

Gyrus dentatus.

These regions corresponded to the site of mossy fiber endings. In the silver sulfide 

method modified for electron microscopy, deposits of silver grains were observed in 

mossy fiber endings of 8-day rats, and the morphology of mossy fiber endings of 14-day 

rats was similar to that of adult rats. These results suggest that these areas begin to 

mature in 8 days and complete maturation in 20 days after birth.


